
飛沫に対するマスク・シールドの効果

感染をさせない、もらわ
ないためには、マスクは
不織布が一番です。

フェイスシールドやマウ
スシールドでは感染は予
防できませんのでご注意
ください。



コロナワクチンを接種すべきでしょうか？

ワクチン接種の究極の目標：集団免疫を獲得し、国内の感染増加を抑え込むことにあります。 

結論：出来るだけ多くの人がコロナワクチンを接種することで感染を抑え込むことができます！ 
　　　疑問、質問はスタッフにお話してください。 

最近外来で患者さまからこの質問をされます。 
スイス「世界経済フォーラム」と民間調査会社「イ
プソス」による意識調査によると、日本では「ワク
チンの接種に同意する」と答えた人は69％（15カ
国平均は73%）でした。 
同意しない理由は「副反応への懸念」と答えた人が
62％と多く、副反応への懸念が最も低かったアメリ
カの2倍以上です。



コロナワクチンの効果は？
世界中で既に世界70以上の国で1億8000万人
以上が接種されています。 

イスラエルでは今年の2月5日までに60歳以上
の90％が一度目のワクチン接種を終えていま
す。 
1月11日時点と比較してこの集団での感染者
は41％減少、入院数も31％減少を認めていま
す。 
ワクチンは感染予防、重症化予防には効果が
あります。 
安全性に対しては、アナフィラキシーを除く
重篤な副作用は認めていません。 



コロナワクチンの3種類の比較



ジョンソン・エンド・ジョンソン　 
　COVID-19ワクチン
米国ではJ&JのCOVID-19ワクチンが米食品薬品局（FDA）の発表では、 
一回の接種で十分な効果がることを発表しました。 

米国、南アフリカなどで4万人以上の臨床試験が行われました。 
一回接種でCOVID-19の発症を66％抑制しました。 

重症化予防効果は米国で85.9％、南アフリカで81.7％、ブラジルで87.6％でありました。　 
重要な点として、年齢や人種、基礎疾患の有無にかかわらず、 
すべてのグループでほぼ同じ効果が確認された。 

米ファイザー（Pfizer）製と米モデルナ（Moderna）製のワクチンで報告された重度のアレルギー反
応（アナフィラキシー）の報告はありませんでした。　

https://keyword.m3.com/%E5%9F%BA%E7%A4%8E%E7%96%BE%E6%82%A3
https://keyword.m3.com/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%82%B6%E3%83%BC%E6%A0%AA%E5%BC%8F%E4%BC%9A%E7%A4%BE
https://keyword.m3.com/%E3%82%A2%E3%83%AC%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC%E5%8F%8D%E5%BF%9C
https://keyword.m3.com/%E3%82%A2%E3%83%AC%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC%E5%8F%8D%E5%BF%9C
https://keyword.m3.com/%E3%82%A2%E3%83%8A%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%A9%E3%82%AD%E3%82%B7%E3%83%BC


COVID-19流行下の痛風患者実態調査
COVID-19の流行拡大により、感染症対策として外出自粛生活や在宅勤務が普及したことで、食生活のバ
ランスの乱れ、運動不足、ストレス増加などが生活習慣病リスクにつながることが危惧されています。 

日本生活習慣病予防協会が医師338人に行ったアンケートでは、 
3割以上の医師がCOVID-19流行の影響で痛風・高尿酸血症患者が増えたと回答しています。 

「在宅（家にいること）が増えた」52％ 
「外食が減った」65％　　　　　「ストレスが増えた」23％ 
「コンビニ弁当が増えた」7％　　「ファストフードが増えた」7％　　「菓子などが増えた」13％ 

「運動に対する意識が高まった」と回答しした人：7％ 
「運動量が増えた」と回答した人は17％　「体重が増えた」は28％であった。 

結論：運動に対する意識はあるものの、実際に行動変容には至っていない。行動に移しましょう！！ 
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